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「がん生殖医療提供体制の構築」 

 
          研究分担者：原田 美由紀 東京大学医学部附属病院 准教授 
 
 
Ａ.研究目的 
まず、日本の現状を踏まえてがん生殖医療を広
め患者に届く体制を検証し実現すること、がん・
生殖医療において実際に妊孕性温存治療を行う
生殖医療専門医のニーズを抽出すること、を目
的とする。またこの際に、併せて自己免疫疾患患
者に対する妊孕性温存の実態の調査も併せて開
始する。がん以外の医学的適応による妊孕性温
存を必要とする疾患の主たるものとして、自己
免疫疾患があるが、これについてはこれまで全
く実態がわからない状態のため、がんに限らず
妊孕性温存を必要とする患者にこの治療を適切
に行き渡らせる体制を構築するために、この調
査も併せて行う。これにより、がん患者の妊孕性
温存治療へのアクセスの 向上が期待される。さ
らに、生殖医療専門医 に対する教育プログラム
を構築することに より、生殖医療施設において
均質かつ質の高 い妊孕性温存治療の提供が実
現可能となる。 
 
 
Ｂ.研究方法 
①．日本産科婦人科学会ART登録施設（生殖医療
医）を対象とした調査 
生殖医療専門医のがん・生殖医療を実施するにあ
たっての課題、ニーズを抽出するために、日本産
科婦人科学会ART登録施設614施設を対象とし、ア
ンケート調査を行う。内容としては、以下の３つ
を含む。（１）我々の先行研究であるAMED研究「生
殖機能温存がん治療法の革新的発展にむけた総
合的プラットフォームの形成」（代表者：大須賀
穣, H28-30）で行った、生殖医療施設でのがん患
者への妊孕性温存の実態調査の続編、すなわちガ
イドライン発刊後の実態調査（２）がん患者に対
する妊孕性温存治療実施に際しての生殖治療医
の意識調査。また今回の研究ではがん以外の医学
的適応による妊孕性温存についても包含するた
め、（３）自己免疫疾患（全身性エリテマトーデ
ス、強皮症、皮膚筋炎など）の患者の妊孕性温存
の相談、診療の経験の調査、を含む。（３）は①
－２.で行う調査と表裏となっている。すなわち
自己免疫疾患患者の妊孕性温存の実態を生殖治
療医サイドから見るのが①－１．（３）の調査、
自己免疫疾患治療医サイドから見るのが①-2.と
なる。 
②．日本リウマチ学会教育施設（自己免疫疾患治
療医）を対象とした調査 
日本リウマチ学会教育施設579施設の責任者と
対象として、妊孕性を低下させる可能性のある
治療を行った症例数や原疾患妊孕性温存の選択
肢に関する説明の有無および対応の可否などに
関するアンケート調査を実施した。 
 

Ｃ.研究結果 

①．日本産科婦人科学会 ART 登録施設（生殖医

療医）を対象とした調査 

2020 年 7 月までに督促を重ねて、619 施設のう

ち 395 施設（回収率 63.8%）より回答を得た。

うち、2016 年から 2019 年の 4 年間に、がん患

者に対する妊孕性温存を行っていた施設は 144

施設あり、前回 AMED で行った調査（2011 年か

ら 2015 年の 5 年間の実態調査）で回答された

108 施設より増加していた。また、4 年間で胚・

卵子の凍結は 2537 件、卵巣組織凍結は 178 件施

行されており、前回調査時の 5 年間で各々1085

件、122 件に比し、特に胚・卵子で著明な増加を

認めていた。原疾患の内訳では、1 位の乳がんが

68.8%,2 位の血液がんが 17.8％で、占める割合

は前回と著変はなかった。しかし、原疾患の種類

が前回より多岐にわたっていた。また採卵時の

排卵誘発法については、乳がん患者に対してエ

ストロゲン上昇を抑制するためにアロマターゼ

阻害剤併用を基本としている施設が胚で 82.5%, 

卵子で 92.4% （前回調査時各々62.9%, 68.3%）

と統計学的に有意な増加を認めた。同様に、血液

がん患者に対して時間短縮を目的としてランダ

ムスタート法を基本としている施設が胚で

79.4%, 卵子で 91.5%と前回の 46.9%, 52.1%に

比し統計学的に有意に増加していた。また、意識

調査の結果は以下の通りであった。妊孕性温存

を実施している、あるいは実施予定の施設を対

象とした調査で、治療実施適応やプロトコール

の選定に際して、しばしば悩む、ときどき悩むを

合わせた回答は 95%を占めていた。安定的な長

期保存について不安、少し不安に感じているの

は 86%, 凍結胚が将来的に蓄積するのを負担に

感じているのは、負担、少し負担を合わせて 83%

にのぼった。また、がん治療医との連携や、他

ART 施設との連携については 7 割程度がスムー

ズと回答する一方、公的援助に関する情報への

アクセスは半数超で困難と回答された。意思決

定に関わる職種は医師＋看護師が半分弱、医師

のみが 19%である一方で、がん・生殖医療に関

わる人材の確保については 95%が困難を感じて

いた。 
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Ｄ.考察 

 生殖医療施設、生殖医療医を対象とした調査

より、まず治療件数が急速に増加していること

がわかった。また、がん治療医の間でも原疾患の

領域を超えて認識が広がっており、生殖医療医

の側では、提供する治療法などが均質化してい

る傾向にある。生殖医療医への調査結果から、長

期保存への懸念、適応や COS 法決定に必要な医

学的情報、公的情報へのアクセス、がん・生殖医

療の知識を有する人材確保に対する要望 が明

らかとなった。なおこの調査結果については、日

本生殖医学会の official journal に掲載し、生殖治

療医の啓発に寄与した（Kumitomi et al. Reprod 

Med Biol 2022）。一方で、膠原病患者に対しては、

同じ医学適応による妊孕性温存治療であるが、

ほぼまったく手つかずの状態であることが明ら

かになった。本研究により、この領域において妊

孕性が問題となるケースがあり、妊孕性温存を

必要とする患者が存在すること、一方で情報提

供体制、院内や施設間連携の問題、膠原病治療医

にとって入手可能な情報の不足が解決すべき課

題として明らかになった。なおこの調査結果に

ついては日本リウマチ学会の oficial journal に掲

載し、膠原病治療医への啓発に寄与した

（Tuchida et al. Mod Rheumatol 2021）。 

 
 

E.結論 

本研究において、医学的適応のよる妊孕性温 存

治療における医療提供側の問題点の洗い出すこ

とにより、わが国における若年がん 患者に対す

る妊孕性温存体制の安定的な発展 に貢献した。

また、これまで着目されてこな かった、がんで

はなく自己免疫疾患により妊 孕性温存を必要

とする患者の存在に光を当て、 膠原病領域との

連携の糸口を作った。 
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